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４．論点提示（三つの主要論点）

【論点Ⅰ】
 今後、国からの予算の大幅な増加が見込めない中で、企業等の民間資金の獲得が必要不可欠。こ
のため、民間資金を産総研に呼び込むためには、どのような方策が考えられるか。

【論点Ⅱ】
 優れた技術シーズを取り込み、これを社会実装にまでつなげてゆく、いわゆる、産総研の「橋渡し」機
能を更に強化するためには、どのような方策が考えられるか。

【論点Ⅲ】
 産総研の国研としての競争力向上のためには、新たな技術シーズの継続的な創出が不可欠。すなわ
ち、優れた人材による産総研の高い研究力の維持が極めて重要。優秀な人材を育成し、産総研の
研究力を維持・向上させるためには、どのような方策が考えられるか。

 我が国最大級の国研である産総研が我が国のイノベーション・エコシステムにおける中核実施機関
の一翼を担っていくためには、「人的・資金的リソース」を適切に確保し、それに見合った「研究開発
成果の創出と社会実装への橋渡し」が必要不可欠であり、こうした活動を通じて、産総研の役割
の拡大や産総研の価値の向上を図っていくことが重要。

 第１回WGでは、以下の三つの主要論点から議論を進めることとしたい。

（Ⅰ）資金（研究資金等）、（Ⅱ）橋渡し機能、（Ⅲ）研究力（人材等）








